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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 2月 10日 (2005.2.10)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 根 元 部 が 相 手 側 部 材 に 溶 着 さ れ る よ う に な っ た 脚 部 と 、 前 記 脚 部 の 少 な く と も 片 側 に 該
脚 部 に 一 体 に 形 成 さ れ た 弾 性 係 止 爪 部 と か ら な り 、 前 記 係 止 爪 部 は 、 前 記 脚 部 の 先 端 側 か
ら 前 記 根 元 部 側 に 向 け て 斜 め 外 方 に 拡 が る よ う に 延 び 前 記 脚 部 に 対 し て 半 径 方 向 内 方 に 撓
む こ と が で き 、 前 記 の 下 端 部 外 面 に は 、 段 状 に 半 径 方 向 内 方 に 凹 入 し 係 止 段 部
が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 溶 着 ス タ ッ ド 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 し た 溶 着 ス タ ッ ド で あ っ て 、 前 記 脚 部 は 両 側 に ほ ぼ 平 坦 な 面 を 有 す る 形
状 で あ り 、 一 対 の 前 記 係 止 爪 部 が 前 記 脚 部 の 両 側 の ほ ぼ 平 坦 な 前 記 面 に 沿 っ て 形 成 さ れ た
こ と を 特 徴 と す る 溶 着 ス タ ッ ド 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 し た 溶 着 ス タ ッ ド で あ っ て 、 全 体 が 合 成 樹 脂 の 成 形 に よ り
形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 溶 着 ス タ ッ ド 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ ま で の い ず れ か １ 項 に 記 載 し た 溶 着 ス タ ッ ド と 、 該 溶 着 ス タ ッ ド
に 係 止 す る 係 止 部 を 備 え る ク リ ッ プ と か ら な る 取 付 け 構 造 で あ っ て 、 前 記 ク リ ッ プ は 、 前
記 溶 着 ス タ ッ ド の 前 記 係 止 爪 部 を 撓 ま せ て 通 す こ と が で き る 半 径 方 向 寸 法 の 孔 を 有 し 、 前
記 孔 の 周 縁 上 面 に 前 記 係 止 部 を 構 成 す る ほ ぼ 平 坦 な 係 止 面 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 取 付
け 構 造 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】 　 こ の 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 に よ る 溶 着 ス タ ッ
ド は 、 根 元 部 が 相 手 側 部 材 に 溶 着 さ れ る よ う に な っ た 脚 部 と 、 該 脚 部 の 少 な く と も 片 側 に
該 脚 部 に 一 体 に 形 成 さ れ た 弾 性 係 止 爪 部 と か ら 構 成 さ れ る 。 係 止 爪 部 は 、 脚 部 の 先 端 側 か
ら 根 元 部 側 に 向 け て 斜 め 外 方 に 拡 が る よ う に 延 び 該 脚 部 に 対 し て 半 径 方 向 内 方 に 撓 む こ と
が で き 、 の 下 端 部 外 面 に は 、 段 状 に 半 径 方 向 内 方 に 凹 入 し 係 止 段 部 が 設 け ら れ
る 。 本 発 明 に よ る 溶 着 ス タ ッ ド は 、 必 ず し も 合 成 樹 脂 に よ り 形 成 す る 必 要 は な い が 、 そ の
用 途 か ら み て 、 合 成 樹 脂 製 の 相 手 側 部 材 に 対 し て 使 用 さ れ る こ と が 多 い の で 、 全 体 を 合 成
樹 脂 の 一 体 成 形 に よ り 製 造 す る こ と が 好 ま し い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 　 【 実 施 例 】 　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 に 付 い て 説 明 す る 。 図 ２ (a)　 (b)　 に 本 発 明
の 一 実 施 例 に よ る 溶 着 ス タ ッ ド １ ０ の 正 面 図 及 び 側 面 図 を 示 す 。 こ ス タ ッ ド １ ０ は 、 例
え ば 円 形 の よ う な 適 当 な 平 面 形 状 の 取 付 け 台 座 １ １ を 備 え 、 該 取 付 け 台 座 １ １ か ら 上 方 に
延 び る よ う に 、 平 坦 な 両 側 面 １ ２ ａ を 有 す る 取 付 け 脚 部 １ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 脚 部 １ ２
の 平 坦 な 両 側 面 １ ２ ａ に 沿 っ て 、 脚 部 １ ２ の 上 端 部 か ら 該 脚 部 の 根 元 部 す な わ ち 下 方 に 向
け て 斜 め 外 方 に 拡 が る よ う に 、 一 対 の 弾 性 係 止 爪 部 １ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 弾 性 係 止 爪 部
１ ３ に は 、 下 端 部 に お い て 、 段 状 に 内 側 に 凹 入 す る 係 止 段 部 １ ３ ａ が 形 成 さ れ て い る 。
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